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2019年度事業総括 

 

 2019年度の日本キャンプ協会は、様々な課題の整理を行い、「ビジョン 2020」の実現を目指し、新規

事業の開発や組織改革を行った１年になりました。 

＜「ビジョン 2020」の推進に関する取組み＞ 

3 年目・検証の年を迎えた「ビジョン 2020」では、ビジョン推進委員会が中心となり、活動の定着と

拡がりがみられた年になりました。キャンプ指導者の裾野を広げることを目的に、キャンプに興味関心

のある人たちに対し、キャンプの技術や楽しみ方を伝えるキャンプマイスターの仕組みを整備し、全国

のイベントなどで認定カードの配布が始まりました。都道府県キャンプ協会では、社会的な課題に対応

したキャンプの実践や、地域にある文化や歴史、自然を生かしたキャンプなど、新しいキャンプが積極

的に行われ、キャンプの持つチカラを地域に発信することができました。 

＜キャンプの活動を発展させ、広めていく事業（公益目的事業 1）＞ 

公益目的事業 1 では、静岡県から指定管理施設として委託を受けている朝霧野外活動センターが、指

定管理の更新年度となりました。運営継続のために再申請を行った結果、これまで 3 期 13 年間の活動

実機が評価され、2020 年度からの指定管理者として再受託することが決まりました。長い間更新できて

いなかった WEB サイトは、前年度のタスクチームによって定められた方針をふまえて、2020年 4 月のリ

ニューアルが完成しました。 

＜よりよいキャンプを実現する指導者養成の事業（公益目的事業 2）＞ 

公益目的事業 2 では、キャンプインストラクターの養成数減尐に歯止めが掛からない状態が続き、依

然として課題を残す結果となりました。その一方で、キャンプディレクターの養成数は、講習会が積極

的に行われたことと、登録制度の改定により、多くの新規指導者を認定することができました。新規の

事業開発としては、学校の教育現場の先生を対象にした文部科学省認定・教員免許状更新講習に参入し、

全国 7 会場（8 回）で実施しました。各地の講習では、地元の都道府県キャンプ協会にも協力を得なが

ら、キャンプ指導者が活躍する場面が多く見られました。  

＜キャンプの質の向上につながる研修及び調査研究の事業（公益目的事業 3）＞ 

公益目的事業 3 では、イベントの開催や書籍の発行を通じて、キャンプに関する研究、成果などを普

及、振興する事業を継続しました。第 23 回日本キャンプミーティングにおいては、大会を大学のキャ

ンパスとして設定し、「キャンプ大学」というコンセプトの下、組織キャンプや野外教育に関する様々

な講義やゼミナールが行われ、たいへん多くの参加がありました。また、「子どもゆめ基金」の助成や

企業からの協賛を受けることもでき、さらに、地域に開かれた公益性の高い大会として開催することが

できました。 

＜法人事務＞ 

 法人事務においては、厳しい協会運営を見越して、事業 3か年戦略の計画を実行しました。正職員に

ついては、5 人体制から 4 人体制にし、人件費の削減に努めました。また、CAMPING 発行回数の変更、

旅費支弁方法の見直し、WEB 会議導入などを行い、経費の節減と業務の効率化をはかりました。これま

で内税方式をとっていた申請料や更新料などは、10 月の消費増税による負担増加をふまえて、順次、外

税方式に切り替えをする整備を行いました。今後は、BUC 事業に係る更新料の免除の廃止や都道府県協

会指導者研修会の回数変更などを行い、さらなる支出の抑制をはかります。 
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ビジョン 2020の推進に関する取組み 

  

都道府県キャンプ協会と日本協会が協力して、社会の様々な課題や変化に対応しながら、社会の隅々

までキャンプの魅力を届けていくために、ビジョン 2020 を積極的に推進しました。 

 

１．「キャンプの案内人(ガイド)」の養成 

社会の隅々までキャンプの素晴らしさを伝えるキャンプ指導者の養成は、これからも欠くことができ

ない大切な事業です。2019年度も、キャンプの楽しさや魅力をより身近に感じてもらうために、様々な

かたちでキャンプの案内人（ガイド）の養成に努めました。キャンプ指導者であるキャンプインストラ

クターの養成では、多くの課程認定団体で講習会を実施しましたが、全体としては、前年比－241 名と

いう厳しい結果になりました。キャンプディレクターの養成は、各地で講習会が行われ、制度の改定に

よる効果もあり、前年比＋118 名という大幅な新規指導者の認定を達成することができました。キャン

プマイスターの活動は、ビジョン 2020 推進委員会が認定カードの作成を行い、都道府県協会の活動で

認定カードの配布がスタートしました。 

 

２．「つながる力」「たのしむ力」「たちむかう力」を実感できるキャンププランの提案 

 キャンプに備わるチカラを活用して、社会が抱える様々な課題の解決に取り組むことは、次の世代へ

の貴重な財産となりえます。都道府県キャンプ協会では、他団体と協働して社会的な課題にチャレンジ

するキャンプやイベントが数多く実施されました。防災、婚活、多文化共生、子どもの貧困などのキャ

ンプに加え、次世代応援、地域の魅力再発見など、新しいカタチのキャンプが全国各地で次々と始まり

ました。また、自治体や企業との連携をはかりながら、助成金や協賛金を受けて、活動資金を確保する

協会も増えてきています。 

 

３．社会の変化に対応して意識改革に取り組む 

 これからもキャンプ協会が、持続可能な組織であるためには、基盤強化は欠くことができません。自

分たちが出来ることと出来ないことを精査し、これまでのやり方に囚われない意識改革を行い、必要な

人やモノとのつながりを作りながら、協会運営することが重要だと言えます。また、社会に貢献できる

団体として、公益性を高めていくことも重要な要因です。2019年度は、事業 3 か年戦略による各種制度

の整備と変更の手続きに着手しました。公益性については、公益団体として社会が必要とする情報を提

供できるように、WEB サイトのリニューアルをはかりました。また、行政機関、青尐年教育、社会教育

団体との連携をはかり、公益団体としての特性を大切にした運営に努めました。 

 

 

 

 

 

 

スキル伝承・社会的課題対応 防災キャンプ 
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キャンプの活動を発展させ、広めていく事業（公益目的事業 1） 

 

 キャンプの魅力は、「楽しさ」や「新しい出会い」だけでなく、「つながる力」や「立ち向かう力」と

いった、人と人とが触れ合うことによって、生じる感情や感覚を共感できるところにもあります。 

2019年度は、こうしたキャンプの潜在的なチカラが、社会の各方面に広がり、キャンプの魅力を体感

する人々がますます増えていくことを目指し、「ビジョン 2020」の実現に向けて、積極的な取り組みを

展開しました。 

 

１． キャンプに関連する情報の発信及び相談業務 

 会報誌「CAMPING」を発行するほか、WEB サイトやメールなどを活用してキャンプに関連する情報の発

信に努めた。また、キャンプインフォメーションセンターを運営し、一般のキャンプ愛好者や各種メデ

ィア企業等の相談に対応するとともに、キャンプ実施などに対する支援を行った。 

 

 (１)会報誌「CAMPING」の発行 

 キャンプの教育的、社会的意義や、キャンプの現場で役立つスキル、全国各地で展開されているキャ

ンプ、本会の事業内容などの情報を掲載した会報誌「CAMPING」を年 4回発行した。 

 

発行部数：各号 約 11,500 部 

No 特  集 

188 私のキャンプでの失敗談 

189 エール 

～初めてリーダーになるあなたへ～ 

190 誌上日本キャンプミーティング 

    －キャンプ大学－ 

191 親子キャンプ 

 

 

 

 

 

会報誌 CAMPING 

 

(２)WEBサイト及び公式 Facebook ページの運用 

・日本キャンプ協会の基本情報や新着情報を提供する WEB サイト（http://www.camping.or.jp）は、

イベントカレンダーなどを活用し、都道府県キャンプ協会等が実施する事業などを紹介した。 

また、長い間更新されていなかった WEBサイトは、2020 年春のリニューアルをめざし、改修作業を

行った。 

 

 

http://www.camping.or.jp）は、イ
http://www.camping.or.jp）は、イ
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・日本キャンプ協会と社会をつなぐ窓口であるソーシャルネットワークの活用も積極的に行った。

Facebook（https://www.facebook.com/ncaj.sns）は、公式 WEB サイトと連動した情報提供に加え、

事業の様子なども交えたよりきめ細かな情報を発信した。また、併せて Facebook 上で会員交流の

ための「会員のひろば」グループを開設し、会員からの情報発信の場を提供した。 

 

(３)メールマガジンの配信 

2018年度に配信システムに不具合があり休刊していたメールマガジンは、5月から新たなシステムで

情報提供を行った。月 1回：月末金曜日発行 3月末現在の登録数 955人 

  

(４)キャンプインフォメーションセンター 

 キャンプに関する相談窓口であるキャンプインフォメーションセンターの運営を行った。個人や団体、

企業やマスコミなど、各方面からの電話やメールによる相談に対応した。また、企業や他団体が行うキ

ャンプ関連事業の助言を行い、日本キャンプ協会の公益性をＰＲすることができた。 

 

＜受託一覧＞ 

クライアント 依頼内容 役割 日 時 対応 

Ｋ－ｍｉｘ（静岡エフ

エム放送） 
ラジオ出演 番組出演 4月 五月女 

公明新聞 原稿協力 原稿監修、執筆 4月 五月女 

（株）ヴィクトリア 
ソロキャンプ女子選手
権大会 

審査員 10 月 五月女 

宮崎県立都城商業高等学校 キャンプ指導協力 助言、協力 1月 五月女 
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２．静岡県立朝霧野外活動センターの運営（自然体験活動実践の場の提供） 

 13年目を迎えた朝霧野外活動センターの管理・運営は、指定管理第 3期の最終年度に当たるため、こ

れまでの指定管理業務の総括を行い、第 4 期の指定管理を受けるために備えた。8 月には指定管理の公

募が実施されたので、日本キャンプ協会グループとして引き続き指定を受けることを目指して申請を行

い、令和 2(2020)年～6(2024)年の 5 年間指定管理者となることができた。 

 5月中旬の体調不良者による施設の利用中止や 2月下旬の新型コロナウイルス等よる利用者の減尐が

あったものの、年間利用者目標の 68,000 人を達成することができた。また、外部評価委員会の期間評

価において高い評価を受けるとともに、日本キャンプ協会が朝霧野外活動センターの管理運営に参画し

て 13 年目となったこの年度は、前年度に引き続き主催事業や利用団体の受け入れ事業を通じて多くの

人々に対してキャンプ及び自然体験活動の機会を提供し、その活動を支援することで、キャンプ及び自

然体験活動の普及に努めた。 

 

(１)自然体験活動事業（自主事業）の実施 

 朝霧野外活動センターでは、家族やグループでキャンプや野外活動を体験し、その楽しさを知る機会

を提供する事業を実施しており、今年度は、その機会をより充実させることに取り組んだ。 

「ちょっといい春感じませんか」と「ステキな秋をあなたに」では、センターの宿泊棟に宿泊しなが

ら 2日間のプログラムに参加する通常のコースに加えて、センターのキャンプ場のテントに宿泊できる

コースを設けたところ、キャンプ初心者という家族からたくさんの申し込みがあった。それらの事業の

選択プログラムに、薪割り、火おこし、たき火でお湯を沸かしてお茶を入れたり簡単なお菓子を作った

りする等の活動も取り入れ、参加者がそれぞれを気軽に体験できるように工夫した。 

「プラネタリウムと星空探訪」では、星座観察をしながら寝袋で野宿する体験に挑戦する選択プログ

ラムを実施したところ、全参加者の 8割程度が参加した。薪割り体験と野宿体験のプログラムは、体験

した人に、キャンプマイスター制度を活用してマイスター認定カードを発行したところ、好評を得た。

今後も様々に工夫を凝らして、キャンプの楽しさを体験してもらえる機会を提供していきたい。 

 2 月以降は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響が出始めて難しい状況となったが、3 月のプラネ

タリウム一般開放を中止した以外は、感染防止対策を取りながら、事業計画どおりに事業を安全に実施

することが出来た。 

 

<主催事業> 

青少年自然体験事業 

事業名 日 程 対 象 参加者数 

朝霧高原サマーキャンプ 

～つながろう 富士山～ 

6月 30日 小学校 5～6年生 

中学校 1～3年生 
52人 

8月 5日～13日 
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野外教育指導者養成事業 

事業名 日 程 対 象 参加者数 

野外活動プログラム実習 
4月 19日～20日 利用団体の担当者 

及び指導者 

48人 

11月 8日～9日 8人 

長期キャンプ 

指導者養成講習会 

6月 15日～16日 

7月 13日～14日 

8月 5日～13日 

10月 19日～20日 

専門学校生 

短大生 

大学生 

12人 

野外活動指導者養成講習会 
2020年 

2月 8日～10日 

野外教育に興味のある

人、青尐年団体の指導

者、教育関係者 

31人 

 

県民自然体験事業 

事業名 日 程 対 象 参加者数 

ちょっといい春感じませんか 4月 28日～29日 家族・小グループ 148人 

もうちょっといい春感じませんか 5月 2日 家族・小グループ 48人 

ナビゲーションスポーツ・ 

        キャンプ in朝霧 
9月 7日～8日 家族・小グループ 232人 

ステキな秋をあなたに 10月 5日～6日 家族・小グループ 146人 

オリエンテーリング in朝霧 11月 23日～24日 家族・小グループ 367人 

スケートキャンプ 

11月 1日～2日 

家族・小グループ 

26人 

12月 13日～14日 42人 

1月 10日～11日 24人 

1月 17日～18日 51人 

2月 7日～8日 49人 

3月 13日～14日 45人 

223(ふじさん)ウォーキング 2月 24日  家族・小グループ 138人 

プラネタリウムと星空探訪 3月 6日～7日 家族・小グループ 37人 

スケートフェスティバル 

inあさぎり 

11月 3日  
家族・小グループ 

96人 

3月 1日 114人 

 

施設開放事業 

事業名 日 程 対 象 参加者数 

プラネタリウム一般開放 
原則毎月第 3日曜日 

春休み・冬休み期間 
家族・小グループ 

計 17日 

1,398人 

スケート一般開放 
原則毎月第 3日曜日 

春休み・冬休み期間 
家族・小グループ 

計 19日 

3,004人 

朝霧カーニバル 11月 4日 どなたでも 5,971人 

あさぎりっ子スケートクラブ 
11月～3月の 

水曜日又は木曜日 

センター周辺の小学校(5

校)に通う児童とその家族 
計 26日 

465人 

 

社会問題に対応した事業 

事業名 日 程 対 象 参加者数 

ホッとキャンプ 
2月 15日～16日 

3月 7日～8日 

不登校児童・生徒 

引きこもりがちな青年 

5人 

5人 
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自然環境保全に配慮する事業 

事業名 日 程 対 象 参加者数 

走れば山が美しくなる 通年 事業開催時 事業参加者 1,002人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ちょっといい春感じませんか」カヌー体験          ミニロゲイニング 

 

(２)受け入れ事業の支援 

 朝霧野外活動センターを利用する社会教育団体及び学校団体に対して、実地踏査や事前の利用打ち合

わせも含めて、それぞれの団体の利用目的や団体の状況に合わせたきめ細かい支援を実施した。各活動

の運営方法、計画の立て方、実地踏査の行い方、安全管理と危機管理の方法及び実際のプログラム運営

の支援等、研修の実施にあたって必要となる事柄について、個別に対応し、利用団体の実施する研修活

動がより効果的なものとなるようサポートに努めた。 

 

利用者数の推移(施設全体) 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2017 2,883 5,857 8,655 10,684 9,396 9,853 6,182 6,161 3,062 2,894 2,358 5,660 73,645

2018 2,566 5,359 8,386 12,021 9,157 9,099 6,886 5,912 3,383 3,037 2,312 5,890 74,008

2019 2,581 3,040 3,375 11,780 10,769 8,935 5,579 11,197 4,377 2,781 2,142 1,654 68,210

前年比 15 -2,319 -5,011 -241 1,612 -164 -1,307 5,285 994 -256 -170 -4,236 -5,798  

＜本館棟＞ 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2017 2,787 3,946 6,128 6,567 4,982 5,313 5,179 5,893 2,699 2,722 2,077 5,121 53,414

2018 2,458 3,951 6,047 6,865 5,181 4,785 5,182 5,659 2,952 2,724 2,085 5,147 53,036

2019 2,456 2,321 2,754 6,911 5,341 5,508 4,536 9,473 3,942 2,591 2,011 1,406 49,250

前年比 -2 -1,630 -3,293 46 160 723 -646 3,814 990 -133 -74 -3,741 -3,786  
＜キャンプ場＞ 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2017 96 1,911 2,527 4,117 4,414 4,540 1,003 268 363 172 281 539 20,231

2018 108 1,408 2,339 5,156 3,976 4,314 1,704 253 431 313 227 743 20,972

2019 125 719 621 4,869 5,428 3,427 1,043 1,724 435 190 131 248 18,960

前年比 17 -689 -1,718 -287 1,452 -887 -661 1,471 4 -123 -96 -495 -2,012  
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利用団体数の推移(施設全体) 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2017 19 41 58 70 76 65 34 53 52 43 44 72 627

2018 18 41 59 90 80 63 41 57 70 59 51 74 703

2019 22 27 32 87 84 59 30 49 58 57 48 41 594

前年比 4 -14 -27 -3 4 -4 -11 -8 -12 -2 -3 -33 -109  
＜本館棟＞ 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2017 17 23 37 44 42 36 24 48 45 40 39 60 455

2018 12 24 38 53 40 33 26 51 58 51 44 62 492

2019 17 16 21 51 43 38 20 42 49 51 44 37 429

前年比 5 -8 -17 -2 3 5 -6 -9 -9 0 0 -25 -63  
＜キャンプ場＞ 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2017 2 18 21 26 34 29 10 5 7 3 5 12 172

2018 6 17 21 37 40 30 15 6 12 8 7 12 211

2019 5 11 11 36 41 21 10 7 9 6 4 4 165

前年比 -1 -6 -10 -1 1 -9 -5 1 -3 -2 -3 -8 -46   

 

 (３)プログラム開発 

１）地図とコンパスを使い、様々な課題を解きながらゴールを目指すことをとおして、地図やコンパ

スの使い方と楽しさを理解できるプログラムである「朝霧ナビゲーションクエスト」を、静岡大

学の村越真教授の協力を得て新たに作成した。 

２）朝霧高原地域にある様々な教育資源のうち、物的資源を中心にまとめた資料「朝霧高原みどころ

ガイド」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              「朝霧高原サマーキャンプ～つながろう富士山～」 

朝の一コマ             お好み活動 マウンテンバイク 
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(４)地域との協働 

１）これまでに隣接する富士丘地区をはじめ近隣地域と深めてきた信頼関係のもと、近隣地域の住民

が進めている朝霧高原地域の景観整備等の取り組みにも参画した。 

２）地域の住民や周辺施設の職員等を招いて地域懇談会を開催し、朝霧野外活動センターの運営状況

を説明するとともに、センターの運営に関する意見や提言を募り、運営に生かすことができた。 

３）国立中央青尐年交流の家が推進する「静岡子ども体験フェスティバル」の開催に協力して、朝霧

野外活動センターを会場にして、朝霧カーニバルと同日程で開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         面白科学実験           ガールスカウト静岡県連盟・カートンドック 

 

(５)安全対策 

5 月 16日に施設利用を終えて退所した団体で、その 2日後に体調不良者が 10人程度発生したことを

受け、静岡県教育委員会の指示で 5 月 18日から施設が一時閉鎖された。保健所の立ち入り検査を受

けたところ、細菌やウイルス等は発見されず、施設に原因はないとされ、施設は 1 か月後の 6月 15

日に再開した。その後静岡県立の青尐年教育施設 4施設及び静岡県教育委員会で対応を協議し、安全

対策マニュアルに「退所後の利用団体に体調不良者が発生した場合の対応」の項目を加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「長期キャンプ指導者養成講習会」        「朝霧高原サマーキャンプ」 

 

 

（６）外部評価委員会 指定管理第３期(H27～30)期間評価結果 

  2019 年度から外部評価の時期変更に伴い、2019年度の評価は 6月頃に発表予定。 

 



10 

 

３． 都道府県キャンプ協会の活動支援（地域の関係団体との連携） 

 都道府県キャンプ協会の活動がスムーズに行われるように、さまざまな支援活動を行った。また、ブ

ロック間での連携強化のために、ブロック会議への経済的なサポートや人材派遣を積極的に展開した。 

 

・キャンプ指導者養成講習会の支援と協働 

 全国各地で行われたキャンプインストラクター養成講習会やキャンプディレクター2 級養成講習会

において、開催案内を日本協会のホームページに掲載し広報活動の支援を行った。また、キャンプ

ディレクター1級・2級養成講習会では、講師の派遣や協力を受けて協働することができた。 

 

・会報同封サービスの提供 

都道府県協会が所属会員に行う情報提供を支援するために、都道府県協会が発行する会報誌やチラ

シなどを「CAMPING」に同封して発送する、会報同封サービスを提供した。 
 

    利用した都道府県協会の数 23協会    延べ発送点数 21,937 点 

 

 ・WEBサイト用サーバー及び専用メールアドレスの提供 

各都道府県協会にメールアドレスとウェブサーバーを提供し、インターネットを利用した情報提供、 

情報交換を容易に行えるよう支援した。 

 

 ・ブロック会議 

ブロック 日程 主管協会 内容 

北海道・東北ブロック － － － 

関東ブロック 12月 15日(日) 群馬県 日本協会報告、研修会「子供の頃の体験

が育む力」（講師：松村純子氏）、活動報

告など（出席者 23 人） 

中部・北陸ブロック 11 月 3 日(日祝)

～4日(月振) 

静岡県 活動報告、制度変更説明、情報交換など

朝霧カーニバル出店（出席者 17 人） 

近畿ブロック 9 月 8 日(日) 京都府 活動報告、「ビジョン 2020」の協働、情

報交換など（出席者 18人） 

中国・四国ブロック 9 月 14日(土) 広島県 

 

「ビジョン 2020」の報告、次年度以降の

ブロック会議のあり方、活動報告など 

（出席者 13 人） 

九州・沖縄ブロック 2020年 

2 月 22日(土) 

熊本県 活動報告など（出席者 13 人）、九州キャ

ンプミーティング（参加者 40 人）、記念

講演会「～講演：太田黒浩一氏」(参加者

50 人)、熊本県キャンプ協会 40 周年記念

祝賀会（出席者 70 人） 
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４． 出会いと体験の森へ第 9期（他団体と共同で行う事業） 

日本ＹＭＣＡ同盟、東京ＹＷＣＡ、ボーイスカウト日本連盟、ガールスカウト日本連盟、日本キャン

プ協会の青尐年教育に携わる 5団体が協力して行っている「出会いと体験の森へ」事業は、諸般の事情

により 2019 年度の開催は見送りとなった。 

 

５． 国外の情報の収集と提供 

10月 17日(木)～21日(月)に「国際キャンプ会議 アジア・オセアニア 2019 in マレーシア キャンプ

の持続可能性～より良い未来につながる学びを！～」が開催され、3 年前の日本大会への協力を感謝し

て、記念品の贈呈を行った。その後にあった都道府県キャンプ協会指導者研修会において、参加された

針ヶ谷理事から大会の様子について報告があり、次年度に開催予定の「ICC 2020 in China」への参加

呼びかけがあった。 

また、国際キャンプ連盟（ICF）が、長年に渡り、様々な分野（環境、人権、教育など）のキャンプ

に多大な貢献をされた個人、団体、キャンプを表彰する Butterfly Award 2019 に、理事の高野孝子さ

んが受賞されました。個人の受賞は尐なく、しかも初の日本人の受賞ということで、協会関係者一同、

大きな喜びに包まれました。 

 

 

 

 

 

 

６． 安全啓発キャンペーン 

 キャンプに関わる人々の安全意識を高め、キャンプを楽しく有意義な活動とすることを目的に、毎年

7 月の第 3 日曜日を「キャンプ安全の日」と定め、夏休み期間に、全国各地で安全啓発キャンペーンを

展開した。 

・キャンペーン期間：2019年 7月 1 日(月)～8月 31日(土) 

・キャンプ安全の日：2019年 7月 21日(日) 

・キャンペーンチラシの配布、「安全なキャンプのために」などの小冊子の提供による 

広報活動（WEBサイト、Facebook、報道機関）の全国展開 

・都道府県キャンプ協会での安全啓発活動 

 

７． 都道府県キャンプ協会に対するキャンプ用品・用具の配備 

 安全で楽しいキャンプを行うために、一般財団法人日本宝くじ協会からの助成金を受けて、希望する

全国の都道府県キャンプ協会にテントの配布を行った。これらのテントは、都道府県キャンプ協会が主

催するキャンプ、指導者講習会、イベントなどで幅広く活用された。 

 

配布件数：36都道府県キャンプ協会 3種 78張 
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よりよいキャンプを実現する指導者養成の事業（公益目的事業 2） 

 

 キャンプの楽しさを伝え、その有用性を引き出し、キャンプに参加する人々の喜びと心身の成長に寄

与することのできるキャンプ指導者の養成は、これからもキャンプ協会の大切な事業です。 

2019年度は、キャンプの魅力を伝える指導者養成の拡充を目指し、これまでの事業の見直しと新たな

事業を展開しました。 

 

１． 公認指導者養成 

(１)キャンプインストラクター養成講習会（課程認定団体Ａ・Ｂ・Ｃ団体による実施） 

都道府県キャンプ協会(Ａ団体)による養成数   487 人 

課程認定校・社会教育団体等(Ｂ・Ｃ団体)による養成数 1,316 人 

合 計 1,803 人 
 
・2,500人の養成目標に対し 1,803 人の養成が行われ、達成率は 72.1％であった。 

・昨年の養成数 2,044 人と比較し、241 人減尐している。 

 

(２)キャンプディレクター2 級養成講習会 

【Ａ団体による実施】 

主催県 日 程 受講数 会 場 

千葉県 
5 月 25日(土)～26 日(日)、 

6 月 1 日(土) 
5 人 千葉市尐年自然の家 

栃木県 6 月 28日(金)～30 日(日) 8 人 那須野営場    

長野県 11月 2日(土)～4日(月祝) 2 人 自然生活学舎 

神奈川県 11月 2日(土)～3日(日) 4 人 横浜市くろがね青尐年野外活動センター 

兵庫県 11月 2日(土)～4日(月祝) 10 人 神戸市立自然の家 

東京都 11月 2日(土)～4日(月祝) 7 人 埼玉県立名栗げんきプラザ 

山形県 11月 29日(金）～12月 1日(日) 11 人 山形県青年の家 

大阪府 2020年 2月 7日(金)～9日(日) 6 人 吉野宮滝野外学校 

合計 53 人  

※2018年度 5 会場：42人 

 

【Ｂ・Ｃ団体による実施】 

団体名 受講数 

国際自然環境アウトドア専門学校（Ｂ団体） 1 人 

日本アウトワード・バウンド協会（Ｃ団体） 6 人 

仙台大学（Ｂ団体） 3 人 

大阪体育大学（Ｂ団体） 1 人 

日本体育大学（Ｂ団体） 5 人 

北翔大学（Ｂ団体） 6 人 

合計 22 人 

※2018年度 8 校：35 人 
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(３)キャンプディレクター1 級養成講習会（日本キャンプ協会による実施） 

日程 受講数 会場 

11月 22日(金)～24日（日) 18 人 国立オリンピック記念青尐年総合センター 

12月 13日(金)～15日（日) 13 人 大阪府立尐年自然の家 

※2018年度 1 会場：12人 

 

(４)キャンプディレクター1 級検定会（日本キャンプ協会による実施） 

日程 受講数 会場 

1 月 18日(土)～19 日(日) 18 人 国立オリンピック記念青尐年総合センター 

2 月 8 日(土)～9日(日) 12 人 神戸市青尐年会館 

※2018年度 2 会場：15人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプディレクター１級養成講習会 
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２． キャンプ指導者の審査・認定及び更新 

【資格申請者の審査・認定】 

資格名 

認定日 

キャンプ 

インストラクター 

キャンプ 

ディレクター2級 

キャンプ 

ディレクター1級 

4 月 5 日  7 5 

4 月 11日  19 1 

4 月 22日  16 - 

5 月 15日  6 - 

6 月 6 日  4 1 

7 月 2 日  3 - 

7 月 29日  5 2 

8 月 26日  9 1 

10月 9日  4 - 

10月 25日  6 - 

11月 27日  12 - 

12月 10日  6 - 

12月 23日  11 - 

1 月 15日  7 - 

2 月 14日  12 12 

3 月 10日  4 13 

3 月 25日  4 4 

合計(人) 1,803 135 41 

目標人数 2,500 70 30 

※2018年度 D1：9人 D2：49人 

 

【指導者資格（インストラクター・ディレクター）の更新】      目標人数 7,000 人 

キャンプ 

インストラクター(CI) 

キャンプ 

ディレクター2級(D2) 

キャンプ 

ディレクター1級(D1) 
合計(人) 

3,774 1,441 1,015 6,230 
  
※2018年度 CI：3,936 人 D2：1,470 人 D1：1,013 人 合計 6,419 人 

 

課程認定団体数                       （単位：団体） 

Ａ団体 Ｂ団体 Ｃ団体 

47 107 20 

※2018年度 A 団体：47団体 B 団体：115団体 C団体：17団体 
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課程認定団体の審査・認定         新規課程認定団体目標数 10 団体 

No 審査会日程 課程認定団体名 

1 6 月 5 日 Ｃ団体 周南市大田原自然の家(山口県) 

2 8 月 26日 Ｂ団体 東京都立野津田高等学校 (東京都) 

3 9 月 27日 Ｃ団体 六甲山ＹＭＣＡ（兵庫県） 

4 10月 25日 Ｃ団体 屋久島アウトドアガイド 島結(鹿児島県) 

  ※2018年度 11団体 

 賛助会員（団体） 

No 入会日 団体名 

1 4 月 1 日 Incamp Ltd.（インキャンプ・ロシア） 

  ※2018年度 0団体 

 

３． 指導者養成のためのテキスト発行 

 キャンプインストラクターの指導者養成テキストである「キャンプ指導者入門」の部分改訂を、指導

者養成委員会が中心となって行い、2019年 4月から新しいテキストに移行することができた。 

 

４． 課程認定団体向け研修会 

 課程認定団体指導者養成担当者を対象に、カリキュラムに則った養成が行えるよう研修会を開催した。

今回は、 本会の指導者養成の現状やテキストの改訂についての説明に加え、中村正雄委員による「安全

をマネジメントする」をテーマに研修が行われ、たいへん好評であった。研修会後半では、指導者養成

制度の手続きについて事務局からの説明を行った。 

  日 時：2019年 5月 25 日(土) 

  会 場：国立オリンピック記念青尐年総合センター（東京都渋谷区） 

  参加者：42 団体（39人） 

 

５． 都道府県キャンプ協会指導者研修会 

 全国の都道府県キャンプ協会の担当者が集まり、日本協会の事業方針を共有し、継続的な指導者養成

や今後の協会運営等について研修会を実施した。昨年に続き、メインテーマは「ビジョン 2020」とし、

地域連携委員会とビジョン推進委員会の共同によるで企画、運営で行われた。当日は、「ビジョン 2020」

の各地での事例報告、実践的に向けて意見交換を行った。また、2020 年度事業方針計画（案）について

日本協会から説明があり、情報共有と理解を図った。 

 

  日 時：第 1回 2019年 6月 9 日(日) 

  会 場：国立オリンピック記念青尐年総合センター（東京都渋谷区） 

  参加者：77 人 
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  日 程：第 2回 2019年 10 月 26日(土)～27 日(日) 

  会 場：国立オリンピック記念青尐年総合センター（東京都渋谷区） 

  参加者：68 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回都道府県キャンプ協会指導者研修会 

 

６． 都道府県キャンプ協会の事業支援～BUC 事業からビジョン 2020へ～ 

 キャンプスキルのアップと指導者の交流を目的に実施してきた BUC(Brush Up & communication)事業

は 2019年 8 月末をもって終了し、9月からビジョン 2020推進事業に移行した。ビジョン 2020推進委員

会が中心となり、ビジョン 2020 推進事業への理解を求め、さらなる事業の拡大について模索し、キャ

ンプマイスターカードを作成し、普及に努めた。 

 

ブロック 
アクション 1 アクション 2 アクション 3 総計 

2018年度 2019年度 2018年度 2019 年度 2018年度 2019年度 2018年度 2019年度 

北海道・東北 5 10 12 7 2 0 19 17 

関東 18 21 24 9 3 1 45 31 

中部・北陸 4 5 10 9 2 2 16 16 

近畿 5 11 7 6 6 2 18 19 

中国・四国 15 4 9 8 0 1 24 13 

九州・沖縄 11 6 11 4 8 3 30 13 

合計 58 57 73 43 21 9 152 109 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ビジョン 2020」推進事業 
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７．課程認定団体の増強への取り組み 

 日本キャンプ協会公認指導者資格の取得機会を拡大するため、課程認定団体の増強に向けた取り組み

を全国の大学や専門学校、野外教育団体に行った。2019 年度は、十分な広報活動ができなかったため、

目標数の 10 団体の入会を達成することはできなかった。 

 新規課程認定団体入会数：4団体（P15参照） 

 

８． 指導者養成制度改訂に向けた検討 

 現行の指導者養成制度の改訂については、今後の協会運営の中の最重要課題と位置づけ、執行理事会

や指導者養成委員会において協議を行った。制度の骨組みから見直す必要があるため、時間をかけなが

ら、慎重に進めることを確認した。 

 

９．教員免許状更新講習への参入 

 文部科学省が認定する教員免許状更新講習に参入し、野外教育の専門職や都道府県キャンプ協会の実

践者と協力して、教育現場で活用できる自然体験活動の指導法、基本技術の習得、安全管理などについ

て学ぶ講習会を全国 7 会場（8 回）で実施した。初年度ということもあり、受講者数は尐なかったが、

参加した多くの先生方から高い評価（満足度）をいただくことができた。 

 なお、次年度にむけて、10月 26日（土）に担当講師との評価会を行った。 

 

開催地 会  場 開催日 人数 

北海道 札幌市滝野自然学園 8 月 16日(金)～18 日(日) 11 

宮城県 宮城県蔵王自然の家 7月 31日(水)～8月 2日(金) 3 

東京都Ａ 国立オリンピック記念青尐年総合センター 8 月 7 日(水)～9日(金) 14 

東京都Ｂ 国立オリンピック記念青尐年総合センター 8 月 19日(月)～21 日(水) 9 

静岡県 静岡県立朝霧野外活動センター 8 月 6 日(火)～8日(木) 7 

愛知県 愛知県美浜尐年自然の家 8 月 7 日(水)～9日(金) 2 

奈良県 吉野宮滝野外学校 7 月 26日(金)～28 日(日) 3 

福岡県 福岡県立尐年自然の家「玄海の家」 7 月 22日(月)～24 日(水) 3 

合計 52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員免許状更新講習 
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キャンプの質の向上につながる研修及び調査研究の事業（公益目的事業 3） 

 

 キャンプの普及を進めるためには、キャンプや指導者の質を高めることが、常に求められます。その

ためには、指導者自身が新たな実践や専門的な研究結果に学ぶことが重要です。 

 2019年度も、キャンプや野外教育を実践する者、研究する者がその成果を持ち寄り、発題や発表、情

報交換する機会となりました。また、キャンプという分野だけに限定せず、「ビジョン 2020」の拡大の

ために、異業種の個人や団体との協働を試みた年となりました。 

 

１．第 23回日本キャンプミーティングの開催 

 23回目を迎えた日本キャンプミーティングは、様々な地域、分野、立場で活躍しているキャンプ関係

者が集い、日頃の実践や研究の成果を発表し、情報交換や情報共有ができる機会として定着している。

今回は、キャンプミーティングをキャンパスに見立てた「キャンプ大学」として開催し、各分野の専門

家や実践者による講義（授業）が行われ、多くの参加者の受講（履修）があった。大会の運営において

は、公益性と経費軽減を目的に、子どもゆめ基金の助成を受けて、キャンプに関心のある市民に広く参

加を呼びかけることができた。 

   

日 時：2019年 6月 8 日(土) 

会 場：国立オリンピック記念青尐年総合センター（東京都渋谷区） 

参加者：158 人（実行委員・発表者含） 

発表題数：22題 

 

 

特別講話：＝令和時代の新しいキャンプに向けて＝ 

「昭和・平成時代の『野外』の変遷とこれからのキャンプに期待すること」 

      講師：星野 敏男（日本キャンプ協会会長） 

 

授業［ワークショップ発表］8題 

野外教育史 

防災減災教育論 

キャンプと法律（入門） 

キャンプ推理学（歴史編） 

外国人・留学生を対象とした引率方法論 

キャンプの安全マネジメント 

自然体験活動における絵本活用法 

組織キャンプにおける大学生カウンセラーの在り方とそれから 

 

 

 

 



19 

 

ゼミナール［ポスター発表］11題 

【研究発表】 

大正時代から昭和時代戦前期における社会事業の組織キャンプ（第 3 報） 

国際的なキャンプのムーブメントをさぐる 

指定管理制度導入に伴う都道府県・政令指定都市設置のキャンプ場における公費負担に関する研究 

 

【実践／取り組み発表】 

障碍者支援施設でのキャンプ実践 

キャンプディレクター2級養成講習会について －東京都キャンプ協会の事例から－  

第 7回大学間交流スキーキャンプの報告 －その価値と今後に向けて－  

高校サッカー部新入生を対象とした 2年間の ASE キャンプの実践 

次世代野外教育指導者団体「えぞっぷ」による北海道キャンプフェスタの取り組み 

キャンプ指導者を対象とした研修事業の実際 ～東京都キャンプ協会からの試み～  

南郷山天幕生活をふりかえる ～日本ＹＭＣＡキャンプ 100周年～  

大和川を 20Km歩くキャンプ ～小学 2 年生にどこまで任せるか？～  

 

団体・活動紹介等 3題                   

日本の有毒危険生物博物館 

法律相談会（NPOのための弁護士ネットワーク） 

防災グッズ展示・商品展示 

 

 協賛 

  （株）ロゴスコーポレーション 

  （株）阿吽 

  セルズ環境教育デザイン研究所 

 

 後援 

  日本野外教育学会 

 

抄録集：1,500部発行 参加者及びキャンプディレクター1 級指導者へ郵送 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 23 回日本キャンプミーティング 
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２． 定期刊行物『キャンプ研究』の発行 

 

 会員の研究や活動の発表のひとつ機会として、また、キャンプ関係者への情報提供を目的として、 

『キャンプ研究』第 23 巻を発行した。キャンプディレクター資格保有者に冊子を配布するとともに、

PDF版を WEB サイトで公開し、広く一般にも読まれるようにした。 

 

  発行日：2020年 1月 15 日(水) 

  発行数：3,000 部 

キャンプディレクター1級及び 2級指導者へ郵送 

(別途 PDF版を WEB サイトで公開) 

 

 

 

 

 

 

                                 『キャンプ研究』第 23巻 

 

 

 

 

 

研究論文 

日本における組織キャンプのひとつの萌芽 

 －学習院の遊泳実習について－ (吉田大郎・林健児郎・酒井哲雄) 

 

実践報告 

留学生・外国人を対象とした野外教育・宿泊研修の注意点  

－東京福祉大学名古屋キャンパス留学生日本語別科の事例をもとに－ (三宅祐司) 

デイキャンプ実習に参加した C大学保育・幼児教育専攻学生の生きる力の変容 

－先行研究（2泊 3 日）との比較による成果と課題の分析－ (古田康生・山本孔一) 

高校サッカー部新入生を対象とした組織キャンプの実践 

－チームビルディングを目的とした Action Socialization Experience の導入 

(髙橋宏斗・伊原久美子・矢野達也・今村樹) 

野外で『うまい飯を炊く』調理法の検討 －飯盒炊飯を負の歴史から考える― 

（倉品康夫・宮内麻里香・柏木舞・滝島慎・露木拓実） 

地域研究 ：里山キャンプを考える  

(宮内麻里香・柏木舞・滝島慎・露木拓実・倉品康夫） 
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３． Café de CAMP（カフェ・デ・キャンプ）の開催 

 キャンプに関心がある人たちが集まり、講師を囲んで自由に意見交換を行い、学びあう場として Café 

de CAMP を開催した。2019年度は、特に外部の団体と協働し、日本キャンプ協会の認知度の向上や、会

員の方との直接コミュニケーションによるファンの創造、新しいトピックの提供を目指し行った。 

継続して参加者の満足度は高い内容となっており、引き続き、気軽に参加できて、充実した内容のキ

ャンプイベントとして育てていきたい。 

 

回 日程 テーマ 参加者 

1 9 月 7 日(土) 

防災×キャンプのススメ 

講師：佐藤 繁一 氏（東京都キャンプ協会） 

   塩田 則男 氏（ ㈱ 阿吽） 

28 人 

2 9 月 20日(金) 
NPO法人響に学ぶ～自然を守り 未来をつくるとは～ 

講師：井梅 絵美 氏（NPO法人響） 
6 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Café de CAMP2019 

 

 

４． 安全に関する啓発活動 

 キャンプを安全に行うための情報(ハンドブック、小冊子)提供を、PDF 版の WEB サイト公開や送付な

どで継続して行った。また、安全に関する最新情報や研究、調査結果を、日本キャンプミーティング、

指導者講習会、Café de CAMP などで紹介した。 
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法人事務 

 

 本会の事業が適正に行われるよう、また都道府県キャンプ協会及び関係団体との円滑な協働が図れる

よう、必要な日常業務を行った。 

１．諸会議の開催 

会議名 回数 日程・会場等 

定時社員総会 1 6 月 8 日 

理事会 2 5 月 19日・3月 7日(書面) 

監査 1 5 月 17日 

執行理事会 6 
5 月 15日・8月 26 日・9月 27 日・10月 27日(臨時)・11月 27日・ 

1 月 28日 

ブロック会議 7 

全ブロック 

近畿ブロック 

中国・四国ブロック 

北海道・東北ブロック

関東ブロック 

九州・沖縄ブロック 

中部・北陸ブロック 

6月9日・10月27日 

9月8日 

9月14日 

 － 

12月15日 

2月22日 

11月3日 

東京(NYC) 

京都府京都市 

広島県呉市 

   － 

群馬県前橋市 

熊本県熊本市 

静岡県富士宮市 

 

運営委員会等 

会議名 回数 日程・会場等 

CAMPING 編集委員会 3 6 月 14日・10月 4 日・1月 23 日 

指導者養成委員会 3 6 月 27日・11月 8 日・2月 14 日 

ビジョン 2020推進委員会 4 
4 月 9 日(WEB)・7月 11日(WEB)・9月 1 日 

3 月 24日(WEB) 

地域連携委員会 2 9 月 1 日・3 月 21日(WEB) 

総務委員会 2 11月 27日・1月 28日 

キャンプミーティング実行委員会  3 4 月 16日・5月 29 日・11月 17 日 

 

その他の会議、研修等 

会議名 回数 日程・会場等 

出会いと体験の森へ実行委員会 2 5月8日・12月20日(東京YWCA) 

中央青尐年団体連絡協議会 

（世話人会） 

 

7 

4月22日・9月20日・10月18日・11月18日 

12月19日（文科省） 

1月9日(合同研修会／新年互礼会)・1月23日 

事務局会議 

 

9 

 

月1回(原則第4木曜日)  

 インターシップ受入れ 1 11月19日～22日（平成国際大学2名） 
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静岡県立朝霧野外活動センター関係 

会 議 名 回

数 

日程・会場等 

県立青年の家等所長会 4 5 月 16日・9月 13 日・12月 6日・3月 6日(コロナの為書面実施) 

静岡県青尐年教育施設協

議会所長会 
4 4 月 8 日・7 月 12日・10月 11 日・2月 14日 

主席会 4 4 月 17日・6月 7日・10月 29 日・2月 20日 

県庁合同会議 1 4 月 8 日 

安全対策委員会 3 6 月 18日・6月 28 日・12月 20 日(朝霧で実施) 

外部評価委員会  年度評価に変更の為、次年度に実施 

全国青尐年教育施設所長

会議 
1 11月 28日～29 日 

東海北陸地区青尐年 

教育施設協議会研修会 
1 11月 7日～8日（運営研究大会:三ケ日） 

静青協職員研修会  対象施設工事の為、実施なし 

社会教育実践研修 1 8 月 28日～29日 

地域懇談会 1 11月 15日 

食堂定期協議会(打合せ) 15 

4 月 23日・5月 20 日・28日・30日・6 月 10 日・12 日・14 日・

7 月 13 日・22 日・9 月 14 日・11 月 14 日・12 月 12 日・1 月 10

日・1月 31日・2月 14日(5月～6月は体調不良者発生による) 

「体験の風をおこそう」

推進事業実行委員会 
2 7 月 25日・1月 23 日 

 

２．Monthly Report 

 キャンプ協会の関係者を対象に、キャンプ協会の情報や動静の共有を目的とした Monthly Report を

月 1回(計 11回、7 月都合により休み)発行した。 

 

３．日常法人業務 

 円滑な事業推進のため、以下の日常業務を行った。また、協会の財政状況を見据え、事業 3 か年戦略

のひとつ、支出の見直しと業務の効率化について、取り組みを始めた。 

 ＜法人事務主な業務＞ 

会員管理／会費収納／事業方針・計画・予算の管理／日常経理事務／助成金事務／人事管理／諸規定

の整備／内閣府への各種報告／他団体との渉外窓口 
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４．各種団体等への協力・共催・後援 

団体名 事業名 種別 

（株）学研エデュケーショナル 
2019 夏休み最高の思い出をつくろう！サマーキャ

ンプ 
後援 

（公財）横浜市体育協会 
横浜市スポーツ・レクリエーション人材養成講座  

平成 31年度アウトドアリーダー養成講習会 
後援 

秋田県キャンプ協会 キャンプインストラクター養成講習会 後援 

（公財）日本教育科学研究所 アウトドアゲーム指導法講習会 後援 

日本木材青壮年団体連合会 
第 2 回ウッドトランスフォームシステムコンペティ

ション 
後援 

岩手県キャンプ協会 令和元年度ファミリーキャンプ（親子・シニア） 後援 

東京都キャンプ協会 東京キャンプフェスティバル２０１９ 後援 

広島県キャンプ協会 これからキャンプ２０１９ 後援 

（公財）日本レクリエーション協会 第 73 回全国レクリエーション大会 後援 

愛媛県キャンプ協会 ファミリーデイキャンプのご案内 後援 

（公財）日本ＹＭＣＡ同盟 
ＹＭＣＡキャンプ１００年記念シンポジュウム  

in 阿蘇 
後援 

山梨県キャンプ協会 第 3回親子で楽しいキャンプ生活体験 後援 

（一財）日本宝くじ協会 宝くじテント助成事業の完了報告書など 実施 

石川県キャンプ協会 いしかわキャンプフェスティバル 後援 

NPO法人千葉県キャンプ協会 ちばシティ サバイバルキャンプ 後援 

愛媛県キャンプ協会 秋の高原収穫キャンプ 後援 

大阪体育大学 
大阪体育大学海洋スポーツキャンプ実習３０周年記

念シンポジウム 
後援 

大阪府キャンプ協会 野外活動指導者のためリスクマネジメントセミナー 後援 

福井県キャンプ協会 ふくいキャンプサミット 後援 

熊本県キャンプ協会 
熊本県キャンプ協会設立 40 周年記念事業くまもと

キャンプフェスタ 
後援 

秋田県キャンプ協会 チャレンジスノウキャンプ２０２０ 後援 

福井県キャンプ協会 キャンプインストラクター養成講習会 後援 

Wilderness Education Association 

Japan 
8th WEAJ カンファレンス 後援 

福島県キャンプ協会 スキルアップ研修 後援 

福島県キャンプ協会 テントびらき 後援 

（公財）修養団 ＳＹＤボランティア奨励賞（第 15回） 後援 

（公財）修養団 ＳＹＤきらめきメッセージ全国コンクール（第 6回） 後援 

（公財）修養団 青年ボランティア・アクション inフィリピン 後援 

（公財）修養団 幸せの種まきキャンペーン（出前講座／課外授業） 後援 

（公財）修養団 子ども自然体験キャンプ≪全国 9会場≫ 後援 

（公財）修養団 被災地訪問青尐年ふれあいボランティア 後援 

（公財）修養団 全国青年ボランティア・アクション in 福島 後援 

（公財）修養団 全国青年ボランティア・フェスティバル 後援 

（公財）修養団 全国青年ボランティア・フォーラム 後援 
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CAMPING AWARD 2019受賞者（12人、2団体） 

 

小笠原 義章 氏               岩手県キャンプ協会 理事長 兼 事業委員長 

平成 5年岩手県キャンプ協会設立以来、25年間、会の運営と発展に寄与し、その間、事務局長、

事業委員長、副会長、理事長の要職を務め、現在も理事長兼事業委員長を務められています。 

テント設営、ロープワーク、野外炊事等を得意分野（マイスター）とし、プログラム運営にも

欠かせない存在です。近年は、他団体や事業主等からの講師依頼も多数あり、防災キャンプやダ

ッチオーブン講習会等でも活躍されています。 

また、ボーイスカウトやネイチャーゲームでも資格を有して活躍しており、子どもたちの指導

にも定評があります。氏の周りには子どもたちが寄ってきて、笑い声が絶えません。県内人気ナ

ンバーワンの指導者です。 

                (推薦団体：岩手県キャンプ協会) 

 

瀬戸 武男 氏             一般社団法人宮城県キャンプ協会 元理事・元事務局長 

瀬戸氏は、平成 18年 4月から宮城県キャンプ協会の理事に就任し、事務局次長として事務局長

の補佐にあたりました。平成 22年には副理事長に就任、宮城県キャンプ協会のビジョン計画に基

づく法人化の担当となり、関係書籍の調査、関係機関への相談等、具体化に向けて精力的に取り

組まれました。 

平成 25年度に宮城県キャンプ協会が一般社団法人に移行する際には、設立準備委員会の事務局

担当を務め、設立準備委員への法人化の作業手順等の説明、申請書類の取りまとめをされました。 

一般社団法人に移行後は、事務局長として事務局事務及び会計を担当して法人の事業運営に尽

力いただき、平成 30年 3月に理事（事務局長）退任後は、会員として後方から協会運営を支えて

くださっています。 

瀬戸氏が縁の下の力持ちとして協会の土台を支え、協会の発展に尽力したことは、多大な貢献

と認められます。 

                (推薦団体：一般社団法人宮城県キャンプ協会) 

 

逸見 博幸 氏                 秋田県キャンプ協会 副会長 兼 理事長 

【人相書】 およそ身の丈 5 尺 6 寸、面広く、この毛（眉毛）頗太く、西郷どんの如し。通称

「マロ」。 

逸見氏は、1994年 4月の秋田県キャンプ協会設立当初からのメンバーであり、理事、事務局長

として長年協会の運営に携わり、近年では、副会長兼理事長としてメンバーの頼り所となってい

ます。特に、子ども会活動には永年関係しており、最近になって「光源氏計画（子ども会で係わ

った女子が成人してキャンプ協会員になること）」を密かに行っていたことを告白される一面もあ

りました。老若男女に人気がありますが、実際のキャンプにおいては、料理の腕前はプロ級、ギ

ターを持たせれば、周りが安らかな眠りにつくほどすばらしいです。 



26 

 

見た目と人望は合致しませんが、この人なしには秋田県キャンプ協会を語れないというお人柄

であり、会員には絶大な人気があります。場を盛り上げるサービス精神には一目を置いており、

キャンプスキル、人間性、どれをとっても秋田県協会員のあこがれの的です。 

                (推薦団体：秋田県キャンプ協会) 

 

設楽 英男 氏                      山形県キャンプ協会 副会長 

山形県キャンプ協会副会長の設楽英男氏は、地域の子ども育成会で役員となり、キャンプを企

画し、その運営のために当時の公民館主事（現副会長の遠藤啓一氏）と一緒にキャンプインスト

ラクターの資格講習会を受講し、1987年に当協会の一員となりました。その後は、ファミリーキ

ャンプの指導に参加、地元の子ども育成会のキャンプ指導などに尽力されました。また、ファミ

リーキャンプでエールマスターを行うためにキャンプディレクター2 級の資格を取得し、続いて

キャンプディレクター1級も取得、スキルアップもされてきました。 

現在は山形県キャンプ協会の副会長として、会長を支え、活躍されています。また、ご自身の

会社の一角に貨車倉庫を置かせてくださったりと、温厚な人柄でみんなに慕われ、山形県キャン

プ協会の大黒柱となっております。 

                (推薦団体：山形県キャンプ協会) 

 

氏家 忠儀 氏                 福島県キャンプ協会 副会長・いわき支部長 

2012 年キャンプディレクター1 級資格を取得後、指導者として積極的にキャンプ活動の普及・

推進活動に尽力されています。広大な面積を持つ本県の東端いわき市から、県内各地で行われる

様々な活動に欠かさず出席される、その行動力・実践力、飾らない人柄から、多くの会員から尊

敬され、指導者の目標になっています。 

これまでに、「インストラクター養成講座」、「ブラッシュアップ活動」、「森の案内人養成講座」、

3.11以後の「災害対応キャンプ」で事業活動の推進役として活躍され、福島県レクリエーション

協会主催の「県民レクリエーション祭“キャンプ部門”」、「県内小学生対象キャンプ活動（磐梯青

尐年交流の家）」など、外部からの依頼にも応じ、キャンプの楽しさを積極的に広めてこられまし

た。また、東北・新潟・北海道ブロック開催の会議、他県開催のスキルアップ講習への参加、県

の環境水族館“アクアマリンふくしま”でのボランティア、“いわき海浜自然の絵”支援会員とし

ての活動などを通して、自ら高めてこられました。 

福島県キャンプ協会いわき支部長、理事を経て、現在副会長として協会運営に携わり、献身的

な活動を展開されておられます。 

                (推薦団体：福島県キャンプ協会) 

 

菊池 久美子 氏                      栃木県キャンプ協会 理事 
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キャンプネーム「パンダパ」こと菊池久美子氏は、平成 11年、キャンプインストラクター資格

取得と同時に県協会へ加入しました。すぐに、主催事業の「自然生活体験キャンプ」のカウンセ

ラーとして頭角を現します。「わくわくどきどきはじめてのキャンプ」では、スタッフのリーダー

格として活躍され、「困ったときのパンダパ頼み」という言葉が生まれたほどです。 

平成 14年度からは、理事として運営に参画されました。特に広報担当として、広報紙の発行な

ど現行の基盤を築かれ、現在は、県南ブロック担当理事として活躍中です。 

日常の激務（学校管理職）を抱えながら社会貢献活動をされる姿は、受賞にふさわしいと言え

ます。 

                (推薦団体：栃木県キャンプ協会) 

 

高野 千春 氏                    NPO法人埼玉県キャンプ協会 理事 

高野千春氏は、7年間にわたり、NPO法人埼玉県キャンプ協会の事務局長の職を務められました。

在職期間中、協会では「会員交流キャンプ」、「毎月がデイキャンプ」、「キャンプディレクター2

級指導者講習会」等、新しい試みを始め、「協会 30 周年記念事業」、「関東ブロック会議の主催」

といった重要な行事も実施してきました。高野氏が大学教員という多忙な日々を送る中で、協会

事務局の仕事もとても大切にしてきてくれたことは、今日の協会の発展から明らかであります。

高野氏の豊かなコミュニケーション能力や迅速な対応力は、NPO 法人にとって得がたき存在であ

り、受賞にふさわしいと言えます。 

                (推薦団体：NPO法人埼玉県キャンプ協会) 

 

宮﨑 喜美惠 氏                   NPO法人千葉県キャンプ協会 理事 

子どもの頃より野外活動が好きだった宮﨑氏は、1956年ガールスカウトのリーダーとなり、キ

ャンプに出会い、キャンプが大好きになったそうです。 

1999年キャンプディレクター1級を取得、2000年には千葉県キャンプ協会より国際キャンプ会

議（国立オリンピック記念青尐年総合センターにて実施）の参加費補助の募集に応募し、参加さ

れました。2001年には船橋市キャンプ協会の副会長となり、土・日開催の「週末自遊キャンプ（5

月～10 月）」を実施されました。千葉県キャンプ協会 20 周年・30 周年記念誌では、「楽しむキャ

ンプライフ（野外料理）」、「キャンプクラフト集」の担当をされ、千葉県キャンプ協会を中心に、

日本キャンプ協会の活動に大いに貢献されております。 

                 (推薦団体：NPO法人千葉県キャンプ協会) 

 

三好 利和 氏                    NPO法人東京都キャンプ協会 理事 

三好利和氏は、学生時代から三宅島の「人間牧場」において、大勢の観光客や子ども達が大自

然を楽しめるように活動する中で、観光牧場の営業に携わりました。 

その後、「人間牧場ワンパク大学」の企画運営にあたり、多い時にはひと夏で 500人以上の子ど

もたちを迎えて活動されていましたが、1983年に起きた三宅島雄山の火山活動による災害のため、
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東京新宿に拠点を移し、旅行業の会社を興し「株式会社ハロートラベル」を設立、「ワンパク大学」

を野外事業部と位置づけて活動を継続されます。2017 年には、ワンパク大学設立 40周年を迎え、

現在もなお多くの青尐年育成活動に携わっておられます。 

また、キャンプディレクター1級、メディックファーストエイド（MFA）救急法インストラクタ

ー、自然体験活動推進協議会（CONE）トレーナー、安全委員会前委員長として指導者養成に関わ

り、定期的に講習を行うなど、精力的に活動されながら、東京都キャンプ協会においては、長く

副理事長として責任ある立場に立ち、且つ事業部長として、ファミリー向けイベントや災害時対

策教育プログラムの企画運営など一般都民向けの公益性の高い協会事業の中心的存在としてメン

バーを牽引されています。  

                (推薦団体：NPO法人東京都キャンプ協会) 

 

田中 光照 氏                        岐阜県キャンプ協会 理事 

田中光照氏は、キャンプにかかわって 50年を超えられました。キャンプファイアーでは、アコ

ーディオンを巧みに演奏して歌唱指導やゲーム指導をされ、ダンスソングの名人です。 

キャンプとの出会いは、1966年大学 1年生の時に愛知県教育委員会主催の野外活動指導者講習

会を受講された時からで、その後、キャンプ指導者の仲間を集めて愛知キャンプカウンセラー協

会を設立。卒業後は、教師になられ、教師を対象とした野外活動指導者講習会の講師としても活

躍されました。 

岐阜家キャンプ協会では、協会が発足する前から関わっていただき、後進の指導や、インスト

ラクター養成講習会でのレク指導、主催事業でのキャンプファイアーの指導など、会員のスキル

アップに貢献していただいています。 

キャンプの魅力は何ですかと尋ねると、まずは、自然に親しむこと、そして、日常生活にない

経験ができること、人との出会いがあることだと、答えておられます。 

                 (推薦団体：岐阜県キャンプ協会) 

 

NPO法人豊中市青尐年野外活動協会 

豊中市青尐年野外活動協会は、1965年、豊中市立青尐年野外活動センターのボランティアリー

ダーを育成するために設立されて以来、５4 年間にわたって、市内の小中学校、子ども会、ボー

イスカウト、ガールスカウト、スポーツ尐年団、その他の団体と連携し、豊中市における野外活

動の振興に大きな貢献をしてきました。 

2005年、豊中市立青尐年自然の家「わっぱる」の指定管理をきっかけに NPO 法人化。大阪府内

の公立野外活動施設運営のモデルとして、市民の立場で市民の声を聴きながら、多くのボランテ

ィア指導者を養成し、事故のない安定した運営を続けてきたことは特筆に値すると思われます。

また、大阪府キャンプ協会の運営にも大きな貢献をいただいています。  

                (推薦団体：大阪府キャンプ協会) 
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廣澤 明子 氏                奈良県キャンプ協会 理事・会計 2001～2011年 

廣澤明子氏は、1998 年、奈良県キャンプ協会設立時より入会。2001 年には理事に就任、同年、

会計職を担当し、会長の補佐役として、奈良県キャンプ協会の発展のためにご尽力されました。 

2011 年、諸事情により一旦、理事を辞退されましたが、その後も、「おもいっきり楽しもう。

自分に、私たちに何が出来るか考え、やっていける仲間となろう。」をモットーに、奈良県キャン

プ協会の総会やその他の事業にも積極的に参加され、設立十周年記念事業にも、それまで蓄積し

た経験を活かして活躍されてきました。また、過去にはガールスカウトの主メンバーとして、子

ども達の健全育成にも貢献されました。現在も、キャンプ活動を中心に、特に発達上の特性を有

する子ども達の支援に携わっておられます。 

                 (推薦団体：奈良県キャンプ協会) 

 

しまね四季の学び舎 

平成 15年 5月に、島根県内の自然体験活動の愛好者及びその家族（児童・生徒）を対象として、

子どもの自然体験活動を支援することを目的として、島根県キャンプ協会会員を中心メンバーに

設立されました。 

島根県キャンプ協会の年間の事業の他に「BUC 事業」、「インストラクター養成」、「全国一斉子ど

もの遊び」などの事業を主管して実施してきました。 

また、「四季の学び舎」の構成員である「大人の会員」に対して「（公社）日本キャンプ協会イ

ンストラクター養成講習会」への参加を積極的に勧め、多くのインストラクターを生んできまし

た。そして、現在、構成員 70名ほどになり、そのメンバーは島根県キャンプ協会の中心的存在と

して事務局をも担っています。昨今は、視覚障害者を始めとして、様々はスペシャルニーズのあ

る人達（特に児童・生徒）を対象に「ダイバーシティ・キャンプ」の開催にも努めています。今

後も、島根県キャンプ協会の組織として、さらなる活動が期待されています。 

(推薦団体：島根県キャンプ協会) 

 

馬場 静子 氏                       岡山県キャンプ協会 理事 

馬場氏は、岡山県、瀬戸内海の前島にある「牛窓研修センター・カリヨンハウス」の所長として、

岡山県キャンプ協会そして瀬戸内を中心とした地域へ貢献されています。 

前述の「牛窓研修センター・カリヨンハウス」は、自然を生かした研修や体験活動を尐数精鋭の

スタッフで提供しており、現在は、瀬戸内市教育旅行誘致推進会の事務局として、「子ども農山漁

村交流プロジェクト」の窓口的役割も担われています。その中で、馬場氏は同推進会の事務局長と

しても活躍されています。 

岡山県キャンプ協会設立当初から、毎年 6月にこのカリヨンハウスで実施している「海のキャン

プ」では、「ばばちゃん」の愛称で呼ばれ、協会会員と共同で海の自然を体験するキャンプを運営

されています。また、キャンプインストラクターやディレクター養成講習の会場としてカリヨンハ
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ウスを提供されたり、スタッフのスキルアップを支援されたりするなど、岡山県キャンプ協会にと

って無くてはならない存在となっています。  

                                 (推薦団体：岡山県キャンプ協会) 

 

太田 恒義 氏                  静岡県立朝霧野外活動センター 元所長 

太田氏は、平成 26 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日の 5 年間に亘り、日本キャンプ協会グル

ープが指定管理者として運営をする静岡県立朝霧野外活動センターの所長を務められました。就任

当初から、施設の環境整備に取り組まれ、館内照明の LED化や燃料費などの徹底したコスト削減を

図り、前年度の赤字を 1年で解消されました。 

また、就任 1年目には次期指定管理者の公募にあたり、これまでの事業をさらにブラッシュアッ

プさせ、魅力的な自主事業を提案し、審査員の高い評価を得て、3 期目の指定管理者として、事業

運営の継続を実現しました。これは太田氏の多大なご尽力によるものであり、日本キャンプ協会の

活動現場の保持のための大きな貢献と言えるものです。 

一方、動植物や自然に精通し、朝霧の固有のトンボやチョウチョ、植物などをカメラに収め、職

員はじめ、利用者に朝霧の自然の豊かさを伝えて来られました。人望が厚く、地域の住民のみなさ

んからも親しまれ、職員からも絶大な信頼を寄せられる存在として、活躍されました。 

なお、静岡県キャンプ協会が 1998 年に発足して以来、一貫して事務局を務められ、若いスタッ

フのアドバイザーとしてもその手腕を発揮されて来られました。 

 (推薦団体：公益社団法人日本キャンプ協会) 
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公益社団法人日本キャンプ協会 2018・2019年度 役員 

                                    
 

名誉会長 酒井  哲雄 元頌栄保育学院 理事長 

 

顧 問 斉藤  保夫 元城西大学教授 

顧 問 富岡  幸生 元(一財)日本健康開発財団 専任講師 

顧 問 野間口 英敏 元東海大学 教授 

顧 問 長谷川 純三 (一社)日本オートキャンプ協会 名誉会長 

顧 問 野澤   巖 元埼玉大学 教授 

顧 問 永吉  宏英 元大阪体育大学 学長 

顧 問 石田  易司 元桃山学院大学 副学長 

顧 問 吉田  大郎 元日本キャンプ協会 事務局長 

 

 

会 長 星野  敏男 明治大学 教授 

 

副 会 長 神﨑  清一 (公財)日本ＹＭＣＡ同盟 総主事 

 

専務理事 平田  裕一 至学館大学 副学長・愛知県キャンプ協会会長 

常務理事 藤枝   隆 東京農業大学オホーツクキャンパス事務部長兼学術情報センター事務室長 

常務理事 野口  和行 慶應義塾大学 准教授 

 

理 事 木村  公一 (公財)ボーイスカウト日本連盟 事務局長 

理 事 重住  恭子 (公社)ガールスカウト日本連盟 副会長 

理 事 鈴木   由美 女子美術大学 非常勤講師 

理 事 高野  孝子 (NPO)エコプラス 代表理事 

理 事 田中  廣喜 ㈱ＮＨＫグローバルメディアサービス チーフ・プロデューサー 

理 事 髙見   彰 大阪国際大学 教授・兵庫県キャンプ協会 会長 

理 事 針ヶ谷 雅子 明治大学 兼任講師 

理 事 平野  吉直 信州大学 副学長 

理 事 柳下  史織 (公財)東京ＹＷＣＡ 青尐年育成事業部キャンプ課マネージャー 

理 事 石川  義光 青森県キャンプ協会 副会長（北海道・東北ブロック） 

理 事 高橋   淳 栃木県キャンプ協会 理事長（関東ブロック） 

理 事 太田  正義 静岡県キャンプ協会 副会長（中部・北陸ブロック） 

理 事 寺村  義伸 滋賀県キャンプ協会 理事長（近畿ブロック） 

理 事 奥田  祐子 広島県キャンプ協会 会長（中・四国ブロック） 

理 事 寺田  太郎 宮崎県キャンプ協会 副会長（九州・沖縄ブロック） 

理事 以上 20人 

 

監 事 井上   透 岐阜女子大学 教授 

監 事 小田原 一記 (公財)日本レクリエーション協会 事務局長 

監 事 佐藤  初雄 (NPO)国際自然大学校 理事長 

監事 以上 3人 

 

（2020年 3月 31日現在） 
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公益社団法人日本キャンプ協会 2018・2019年度 運営委員 

                                    

 

執行理事会 

   星野   敏男（会長） 明治大学 教授 

   神﨑   清一（副会長） （公財）日本 YMCA 同盟 総主事 

   平田   裕一（専務理事） 至学館大学 副学長・愛知県キャンプ協会会長 

   藤枝   隆  （常務理事） 東京農業大学オホーツクキャンパス 事務部長兼 

  学術情報センター事務室長・東京都キャンプ協会 

   野口   和行（常務理事） 慶応義塾大学 准教授 

   高見   彰  （理事） 大阪国際大学 教授・兵庫県キャンプ協会 会長 

   鈴木   由美（理事） 女子美術大学 非常勤講師 

   神谷   稔  （総務委員） 埼玉県キャンプ協会理事 

 

CAMPING 編集委員会 

 野口   和行（委員長） 日本キャンプ協会 常務理事  

 青木   康太朗 (独法)国立青尐年教育振興機構青尐年教育研究センター 研究員 

 翠尾   由美 麻布子ども中高生プラザ 

 山梨   雄一 (公財)東京ＹＭＣＡ 職員 

 山本   直輝 (公財)ハーモニィセンター 事務局長補佐 

  吉松   梓 新潟医療福祉大学 講師 

 

指導者養成委員会 

 鈴木   由美（委員長） 日本キャンプ協会 理事 

 遠藤   知里 常葉大学短期大学部 准教授 

 冨山   浩三 大阪体育大学 教授 

 中村   正雄 大東文化大学 教授 

 吉田   理史 ＳＡＴＯＹＡＭＡそだち 主宰 

 

ビジョン 2020推進委員会 

 今井   正裕（委員長） (一財)大阪府青尐年育成財団 事業部長 

 藤枝   隆 日本キャンプ協会 常務理事 

 高見   彰 日本キャンプ協会 理事 

 田丸   良明 石川県キャンプ協会 

 引間   紀江 (独法)国立女性教育会館 専門職員 

 

地域連携委員会 

 佐東   治   北海道・東北ブロック 山形県キャンプ協会 

 藤枝   隆  関東ブロック     東京都キャンプ協会 

 向島   克明 中部・北陸ブロック  静岡県キャンプ協会 

 甲斐   知彦 近畿ブロック     兵庫県キャンプ協会 

 廣見   美佐 中国・四国ブロック  高知県キャンプ協会 

 築山   泰典 九州・沖縄ブロック  福岡県キャンプ協会 
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総務委員会 

 神﨑   清一 日本キャンプ協会 副会長 

 神谷  稔 日本キャンプ協会 総務委員 

 

キャンプミーティング実行委員会 

 野口  和行（委員長） 日本キャンプ協会 常務理事 

 熊澤  桂子 東京教育専門学校 専任講師 

     佐藤  冬果        筑波大学大学院 博士後期 学生 

 中丸  信吾 順天堂大学スポーツ健康科学部 助教 

 渡邉  直史 プラムネット(株)アウトドア共育事業部 統括リーダー 

  

WEBサイト検討タスクチーム 

 神﨑   清一  日本キャンプ協会 副会長 

 引間  紀江 (独法)国立女性教育会館 専門職員 

 

（2020年 3月 31日現在） 

 

                                    

事務局職員 

                                    

事務局長      依田   智義  （全体統括） 

事務局次長     秋山  千草  （法人事務） 

主任主事      吉野  宏美  （会員管理・ビジョン 2020 推進事業） 

主事        五月女 真弓 （公 1・3事業） 

パートタイマー   横浜  智美  （公 2事業補佐） 

 

静岡県立朝霧野外活動センター職員 

 

 

所   長   齋 藤 祐 幸     指 導 職   立 林 雅 貴 

コーディネーター   太 田 正 義     指 導 職   北 條 友加里 

  事 業 課 長   櫻 井 良 樹      指 導 職   西 原 健 太 

  指 導 職   保 科 哲 也      指 導 職   大 﨑 健 太（非常勤） 

   指 導 職   向 島 克 明         アルバイト   杉 山 奈都子 

   指 導 職   小 西 岳 勝 

 

（2020年 3月 31日現在） 
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〒１５１－００５２ 東京都渋谷区代々木神園町３－１ 

国立オリンピック記念青少年総合センター内 

TEL：０３－３４６９－０２１７ FAX：０３－３４６９－０５０４ 

Ｅｍａｉｌ：ｎｃａｊ＠ｃａｍｐｉｎｇ．ｏｒ．ｊｐ 


